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YV RT T /YR — RS https://sanoyas-techno-support.co.jp/
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	スライド 1: サノヤスホールディングスでは、この春に新中期経営計画を発表し、事業成長エンジン強化とイノベーションを掲げ、新たなステップに向け取組みを強化しています。 サノヤステクノサポート（STS）としては、技術開発と人財育成をさらに強化推進するために組織を一部変更し、併せて「ものづくりラボ」を移転 ･拡張しリニューアルを行いました。

